強化学習型ベイジアンネットワークを用いた分人モデルの構築 by 河村 将範











己組織化マップ (以降 SOM と略す)[2]，ベイジアンネットワー
ク (以降 BN と略す)[3]，Q 学習 (強化学習)[4]，Soft-max 行動
選択法 [5]を用いて，分人モデルの構築を行った．また，ベイジ
アンネットワークが持つ条件付き確率表 (主に，統計データを基


















































































(0:5; 0:4; 0:7; 0:4; 0:5) という情報を入力したところ，図 2 上
において左上から数えて右に 6個目，下に 6個目のユニット (紫
色のユニット)が反応し，母親であることが特定された．
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